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アギトスについて（寄付金使途/ I’mPOSSIBLE 国際版の普及状況など） 

 
【アギトス財団（Agitos Foundation）とは】 

国際パラリンピック委員会（IPC）の開発を担う機関で、組織名はパラリンピ

ックのシンボルであるアギトスマーク（スリー・アギトス）に由来します

2012 年に創設されて以来、全ての人にとってのインクルーシブ社会の構築に

貢献するため、パラスポーツの発展を国際的にリードする機関として活動して

います。 

 
【寄付金の使途について】 

国際パラリンピック委員会公認パラリンピック教材「I’mPOSSIBLE（アイムポッシブル）」の 

世界各国への普及活動に使用。世界各国での教員研修プラン拡充、中高生版翻訳（フランス語・スペイン語）

などに活用（現状は小学生版のみ 6 言語８カ国で普及）予定です。 
 
◇2018/2019 の計画について 

•中高生版教材をフランス語、スペイン語に翻訳し、アフリカ地域や中南米

地域などより多くの国の子どもたちが授業を受けられるようにする。 

•各国のパラリンピック委員会を連携した教員研修プランの拡大を計画。 

•シンガポール、中国、フランスなど順次 2018 年 8 月末までに確定予定。 
 
 
【国際パラリンピック委員会公認教材 I’mPOSSIBLE（アイムポッシブル）とは】 

学校教育を通じて、より多くの子どもたちにパラリンピックの魅力を伝えるため、国際パラリンピック委員

会（IPC）が開発した世界中で使用できる教材です。教材名「I’mPOSSIBLE」には、「不可能

（impossible）」だと思えたことも、少し考えて工夫さえすれば「私はできる（I’mpossible）」ようになると

いう、パラリンピックの選手たちが体現するメッセージが込められています。 
 

【I'mPOSSIBLE 日本版について】 

I'mPOSSIBLE 日本版は、アギトス財団、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会、日本パラリンピック委員

会（JPC）、日本財団パラリンピックサポートセンター（パラサポ）が共同で開発した IPC 公認教材です。国

際版をもとに、日本の教育現場でより使いやすいように、JPC とパラサポが、ベネッセこども基金と共同で日

本版を編集開発し、昨年 4 月に全国の小学校約 20,000 校に配布、今年度は、小学生版第二弾と初の中高生版

を 6 月より全国約 36,000 校に配布しています 
 

 

 

【I’mPOSSIBLE 国際版の普及状況】  

I’mPOSSIBLE(アイムポッシブル)国際版教材（英語版）は、
2017 年 12 月 3 日に発表されました。国連が定める国際障害者
デーで、障害のある人達への理解促進などを目的とした記念日
であるこの日と歩みを揃えました。 
ウェブサイト（https://im-possible.paralympic.org/）の公開
に続き、発表日から１週間を I’mPOSSIBLE(アイムポッシブル)
週間とし、Thunderclap(サンダークラップ)キャンペーン
（SNS キャンペーン）が行われ、オリンピックチャンネル、FC バルセロナなど、スポーツ界のインフルエン
サーらも含む 310,940 名が参画しました。 

東京 2020 教育プログラムの公認

教材に指定され、東京オリンピ

ック・パラリンピック競技大会

組織委員会のホームページから

もダウンロードできるようにな

っています。 
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小学生版教材は６言語（英語、西語、仏語、露語、アルメニア語、日本語）に翻訳されており、８か国（日本、コ

ロンビア、アルメニア、カザフスタン、マラウイ、韓国、セルビア、フランス）で活用されています。 

                             

      
 

【各国の例】 

カザフスタン共和国（中央アジア）：教育、スポーツ、福祉を司る関係省庁や NGO、教育関係者を巻き込み、

I’mPOSSIBLE を活用したインクルーシブ教育の普及モデルが構築されつつあります。首都アスタナを中心とした３

都市の 25 校がモデルとなり事業を推進中で、今年度は新たに 10 校が追加される予定です。 

 
          

マラウイ共和国（アフリカの南東部）：障害のある人達に対する偏見や差別を撤廃する教育プログラムの一環とし

て I’mPOSSIBLE が位置付けられ、15 校がモデル校となり授業を推進中です。 

I’mPOSSIBLE がきっかけとなり、スポーツ省が初めて、パラリンピック委員会の偉業をたたえたり、障害のあるア

スリートのスポーツにおける優秀な功績を表彰したりしました。これを機に、より多くの障害のあるアスリート達

がスポーツに参画できる機会の増加や、ユニバーサルデザインのスポーツ施設の増加、報道関係者らの障害のある

人達に対する理解促進などが期待されています。 

       

大韓民国：2018平昌パラリンピック大会の灯火を消さないよう、レガシープランの一環として、パラリンピック教育を推進する方針

を固めました。今年度は 200 名の教員が研修を受け、4,000校で I’mPOSSIBLE を活用した授業が展開されることになっていま

す。 


